
 

令和８年度 第１回幸田町総合教育会議 次第 

 

日 時：令和８年７月６日（月） 

午前９時から午前９時５０分まで 

場 所：幸田町役場 第３第４委員会室 

 

１ 町長挨拶 

 

 

２ 教育長挨拶 

 

 

３ 議題 

第３次幸田町教育大綱の策定について 

 

 

 

４ その他 

第７次幸田町総合計画について 

 

 

 

 



資料１ 
第３次幸田町教育大綱（令和９年度～令和１３年度）の策定について 

 

１ 教育大綱とは 

  「教育大綱」は、地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的

な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定めるものです。 

その策定にあたっては、教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な計画

（別添「資料２」）を参酌し、各地域における教育の課題も踏まえた上で、地

方公共団体の長が、地域の実情に応じて定めることとされています。 

 

 

 

２ 策定理由 

  現在の教育大綱は、令和４年度から令和８年度までを実施期間としている

ことから、今後５年間の教育に関する目標や施策の根本となる方針として、

「第３次幸田町教育大綱（令和９年度～令和１３年度）」を策定する必要があ

ります。 

教育大綱は、第７次幸田町総合計画（令和８年度から令和１７年度まで）の

下に位置付けられていることから、今回の教育大綱の策定については、現在の

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律】 

（大綱の策定等） 

第１条の３ 地方公共団体の長は、教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な

方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の

振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定めるものとする。 

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、あら

かじめ、次条第１項の総合教育会議において協議するものとする。 

３ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、こ

れを公表しなければならない。 

４ 略 

【教育基本法】 

(教育振興基本計画) 

第１７条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事

項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなけれ

ばならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共

団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなけ

ればならない。 



資料１ 
ものを基本としつつ、第７次幸田町総合計画にそうような形で策定することと

します。 

３ 策定までのスケジュール 

時期 内容 

７月 第１回総合教育会議にて案を示し、委員の皆様の御意見をいただき

ます。 

１１月 案を修正し、第２回総合教育会議にて、委員の皆様に御承認いただき

ます。 

３月 公表します。 

  策定後、広報こうた及び幸田町のホームページにて公表します。 

 

４ 第３次幸田町教育大綱（令和９年度～令和１３年度）の案について 

  別添「資料３」のとおり 

※参考資料として、愛知県の教育大綱（別添「資料４」）を添付 



資料2







資料3



平成 29 年 3 月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、幸田町
教育大綱を策定しました。令和 4 年では教育大綱を改定しましたが、この大綱は、令
和 4 年度（2022 年度）から令和 8 年度（2026 年度）までを実施期間としていたため、
今後 5 年間の教育に関する目標や施策の根本となる方針として、幸田町教育大綱　令
和 9 年度（2027 年度）～令和 13 年度（2031 年度）を策定しました。

　この大綱は、幸田町がめざすべき将来像を「もっと輝く幸田を、みんなで♪」とす
る第 7 次幸田町総合計画の基本構想に基づき、本町の教育行政を推進するための基本
方針であり、各分野の目指すべき姿の実現に向けた施策を示すものです。

　教育大綱の実施期間は、令和 9 年度 (2027 年度 ) から令和 13 年度 (2031 年度 )
までの 5 年間とします。ただし、総合教育会議において、社会情勢の変化に柔軟に対
応できるよう状況に応じて適宜見直しを行うものとします。





　すべての子どもが健やかに育ち、保護者が安心して仕事と子育てを両立できる社会を目指し、妊娠
期から切れ目のない相談・支援体制を整えます。地域全体で「共働き・共育て」を推進し、互助・共
助の仕組みを強化することで、子育てに困難を抱える家庭を誰一人取り残さない丁寧な支援を実現し
ます。
　また、保護者が安心して利用できる保育環境を整備するとともに、保育士が意欲を持って働ける職
場づくりに努めます。子どもたちが「居たい、行きたい、やってみたい」と感じる魅力的な居場所を
増やし、子どもたち自身の声を聞きながら、共に学び、共に成⾧する温かな地域づくりを進めていき
ます。





  本町が培ってきた歴史や伝統文化を把握し、その保護と活用を積極的に進めるとともに、博物館の
整備や文化財ネットワークの構築を推進して、地域の貴重な財産を次代へ確実に継承していきます。
　あわせて、誰もが文化芸術に親しめる環境を整え、文化活動の拠点となる交流施設を充実させるこ
とで、地域における文化の振興と交流の輪を広げていきます。
　さらに、 誰もがスポーツを楽しむ機会を充実さ
せることで、機会と場所の両面からスポーツ環境の向上を図り、住民の心身の健康づくりを促進しま
す。



子育てを応援する 学びを広げる 文化・スポーツで心を豊かにする

子育て支援の充実 学校教育の充実 歴史・伝統・文化の振興継承

妊娠期からの支援 地域素材の教材化・地域人材の活用 文化財の保護・活用

安心して妊娠・出産・子育てできる体制
の確保 

地域と連携した教育の推進（学校運営協

議会の運営）

新博物館の建設検討

こども家庭センターの充実 学校施設の地域開放 国指定史跡「島原藩主深溝松平家墓所」

の整備・保存

子どもの貧困の解消 教育 DX の推進（GIGA スクール構想第 2

期含む）

国指定重要無形民俗文化財「三河万歳」

の保存活動や後継者育成の支援

家庭支援事業や児童クラブなどの充実 地域に根ざした特色ある学校づくり 文化活動の支援

保育の充実 基礎、基本をしっかり学ぶ少人数指導の
展開

質の高い文化・芸術の提供と内容の充実

こども誰でも通園制度の実施 通級指導・特別支援教育の充実 ハッピネス・ヒル・幸田の計画的整備

保育所の ICT 化 学校図書館活動の充実 文化・芸術を身近に感じられる事業の展

開

事務補助員の導入 就学困難な児童への就学補助 スポーツの振興

魅力ある保育園づくり 幼保小中高連携教育の推進 生涯にわたるスポーツ活動の推進

受入対象年齢の引き下げ 交通安全、防犯・防災の取組の充実 各種スポーツクラブの育成支援

経済的支援の充実 学校トイレの完全洋式化 スポーツに参加する機会の充実

子どもの居場所の充実 部活動の地域展開 地域、親子、家族で参加できるスポーツ

教室・スポーツイベントの開催

坂崎多世代交流施設の建設 健やかな青少年の育成 スポーツ施設の整備

児童館などの魅力向上および情報発信 思春期の心と体の健康づくり 菱池遊水地上部利用の検討・整備

生涯学習の推進

菱池遊水地上部利用の検討・整備

各種団体と地域の交流推進

読書に親しむ意識の向上と環境づくり

生涯学習拠点施設の計画的整備

　　教育大綱の基本施策

　　施策の体系

第７次幸田町総合計画（子育て及び教育分野） 分野別計画

   子育てを応援する

学びを広げる

文化 ・ スポーツで心を豊かにする

子育て支援の充実

保育の充実

子どもの居場所の充実

生涯学習の推進

健やかな青少年の育成

学校教育の充実  

 スポーツ振興

歴史・伝統・文化の振興継承

・子ども・子育て支援事業計画

・国史跡島原藩主深溝松平家墓所保存管理計画

・史跡島原藩主深溝松平家墓所整備基本計画

・文化振興財団事業計画

・ハッピネス・ヒル・幸田中期整備計画

・社会体育事業計画

・学校教育展開の指針

・教育研究会事業計画

・学校施設長寿命化計画

・生涯学習推進事業計画

・ライフサークル事業計画

・子ども読書活動推進計画
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愛知の教育に関する大綱（2026 年度～2030 年度） 

策 定 の 趣 旨 

○ 地方公共団体における教育行政を充実させるためには、地方公共団体の長

が責任を持って、大きな目標や方針を提示する必要があります。

 その上で、教育委員会がより専門的な観点から教育行政を行い、地方公共

団体の長と教育委員会が連携・協働しながら、多様化・複雑化する教育課題

への対応に当たることが求められます。 

○ 愛知県では、２０２１年２月に、教育に関する目標や施策の根本となる方

針として、「愛知の教育に関する大綱（２０２１年度～２０２５年度）」を策

定し、教育委員会との緊密な連携・役割分担のもと、教育行政の充実を図っ

てまいりました。

○ 社会の多様化が進み将来の予測が困難な中で、持続可能な社会を維持・発

展させていくためには、子供たちがしなやかに、たくましく人生を切りひら

き、他者と協力して社会を創っていく力を育む必要があります。また、人生

１００年時代と言われる中、誰もが豊かな人生を送ることができるように、

生涯にわたって学び続けることが大切です。

○ なお、近年の教育を取り巻く状況として、不登校児童生徒や外国人児童生

徒等の増加に加え、地域社会のつながりや支え合いの希薄に伴う地域の教育

力の低下が指摘されており、こうした多様な教育課題に対応するためには、

個々の教員が働きがいを感じながら専門性を高めるとともに、教育分野にお

けるＩＣＴの活用を日常化とするなど、教育ＤＸを更に推進させる必要があ

ります。

○ この大綱では、「自ら考え、互いに支え合い、高め合う」あいちの学びを推

進するため、持続可能な社会の創り手を育むことを基本理念として、その実

現のために４つの基本的な方針を定め、引き続き愛知の教育の充実を図るこ

ととしております。

○ これまで教育委員会と築いてきた取組の成果を踏まえ、新たな大綱のもと、

全ての人が輝き、未来へ輝く「進化する愛知」の実現を目指し、未来の愛知

の創り手の育成にしっかりと取り組んでまいります。

２０２５年１２月２５日 

愛知県知事 大村 秀章  

資料４
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１ 大綱の対象期間 

２０２６年度から２０３０年度までの５年間 

２ 基本理念 

 自ら考え、互いに支え合い、高め合うことのできるあいちの学びを進め、

持続可能な社会の創り手を育みます。 

３ 基本的な方針 

（１）持続可能な社会の創り手として自立し、新たな価値を生み出していく力

を育みます。

 将来の予測が困難な時代に、持続可能な社会の維持・発展に向けて、

主体的に課題を発見し、多様な人々と協働しながら解決していく力や、

新たなイノベーションを生み出す力を育む教育を目指します。 

（２）多様性を尊重し、様々な選択肢の中で一人一人の可能性を引き出し、自

分らしく生きる力を育みます。

 特別支援教育を受ける子供、日本語指導が必要な子供など、多様な

子供たちを包摂できるよう、全ての人々が互いの人権を尊重し多様性

を認め合い、他者を思いやることにより、誰一人取り残されない共生

社会の実現を目指します。 

（３）誰もが幸せや生きがいを感じられるよう、健やかな体と心を育むととも

に、生涯にわたって学べる環境づくりを進めます。

 人生１００年時代と言われる中、誰もが幸せや生きがいを感じられ

るよう、学校・家庭・地域が連携した取組を進めるとともに、健やかな

体を育みながら、生涯にわたって学び続けることのできる環境づくり

を目指します。 

（４）子供の意欲と教職員の働きがいを高める魅力的な学びの環境づくりを進

めます。

 子供たちがいきいきと学ぶために必要な、質の高いよりよい教育を

実現することができるよう、教育ＤＸを推進し、教職員の健康を確保

しながら安心・安全で魅力的な学びの環境づくりを目指します。 


	shidai.pdf
	shiryou1.pdf
	shiryou2.pdf
	shiryou3.pdf
	shiryou4.pdf



